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(54)【発明の名称】 電子内視鏡システム

(57)【要約】
【課題】  ２台の電子内視鏡を組み合わせて使用するシ
ステムのスリム化、および操作性の向上を図る。
【解決手段】  第１および第２の電子内視鏡１００、２
００のシステムコントローラ１２１、２２１を接続し、
制御信号の送受信を可能とする。ＴＶモニタ４００、Ｖ
ＣＲ５００を画像信号処理プロセッサ１２０の接続切り
替えユニット１３０に接続し、接続切り替えユニット１
３０と画像信号処理プロセッサ２２０の接続切り替えユ
ニット２３０を接続し、ＴＶモニタ４００、ＶＣＲ５０
０へ出力する映像信号の入力経路を映像信号処理回路１
２２、２２１のいずれかに切り替え可能とする。操作パ
ネル１４０、２４０に調光モード選択スイッチ１４１、
２４１を設け、接続相手の電子内視鏡の制御を行うモー
ド、若しくは接続相手とのデータの送受信を行わず、自
機側のみで動作するモードの選択が可能とする。
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【特許請求の範囲】
【請求項１】  第１のスコープと、この第１のスコープ
により得られる画像信号に所定の処理を施す第１の画像
信号処理手段を具備する第１の画像情報処理プロセッサ
とを有する第１の電子内視鏡と、
第２のスコープと、この第２のスコープにより得られる
画像信号に所定の処理を施す第２の画像信号処理手段を
具備する第２の画像情報処理プロセッサとを有する第２
の電子内視鏡と、
前記第１若しくは第２の画像信号処理プロセッサのいず
れか一方に接続され、接続された画像信号処理プロセッ
サから出力される映像信号を表示するための表示機器
と、
前記第１若しくは第２の画像信号処理プロセッサのいず
れか一方に接続され、接続された画像信号処理プロセッ
サから出力される映像信号を記録媒体に記録するための
記録機器とを備え、
前記第１のスコープの挿入部に設けられた鉗子チャンネ
ルに前記第２のスコープの挿入部を挿通させ、前記第１
のスコープの先端部における前記鉗子チャンネルの開口
部から前記第２のスコープの先端部を露出させる電子内
視鏡システムにおいて、
前記第１の電子内視鏡と前記第２の電子内視鏡との間で
データの送受信が可能であり、
前記第１および第２の電子内視鏡は、それぞれ動作モー
ド設定手段を有し、前記第１または第２の電子内視鏡の
前記動作モード設定手段を操作することにより、前記動
作モード設定手段が操作された電子内視鏡の動作モード
の設定が、制御コマンドを前記第２または第１の電子内
視鏡に送信し、前記第２または第１の電子内視鏡の動作
を制御するマスターモードと、前記第２または第１の電
子内視鏡との間でデータの送受信を行わずに動作するス
タンドアロンモードとの間で切り替えられることを特徴
とする電子内視鏡システム。
【請求項２】  前記第１または第２の電子内視鏡におい
て前記動作モード設定手段が操作されて前記マスターモ
ードが設定されると、前記第２または第１の電子内視鏡
において、前記マスターモードが設定された電子内視鏡
から送信される制御コマンドを受信し、この制御コマン
ドに基づいて所定の動作を行うスレーブモードが設定さ
れることを特徴とする請求項１に記載の電子内視鏡シス
テム。
【請求項３】  前記第１および第２の電子内視鏡におい
て、前記スレーブモードが設定されている状態で前記動
作モード設定手段が操作されると、前記スタンドアロン
モードが設定されることを特徴とする請求項２に記載の
電子内視鏡システム。
【請求項４】  前記動作モード設定手段により、
前記第１または第２の電子内視鏡において前記スタンド
アロンモードが設定される場合、前記第１または第２の

2
電子内視鏡において、前記第１または第２のスコープの
先端から前方に照射される照明光の光量を被観察体から
の反射光に基づいて自動調節する自動調光モードと、こ
の照明光の光量を手動操作により制御するマニュアル調
光モードがそれぞれ選択可能であり、
前記第１または第２の電子内視鏡において前記マスター
モードが設定される場合、前記第２または第１のスコー
プの先端から前方に照射される照明光の光量を被観察体
からの反射光に基づいて自動調節するリモート自動調光
モードと、この照明光の光量を前記第１または第２の電
子内視鏡において手動操作により制御するリモートマニ
ュアル調光モードが選択可能であることを特徴とする請
求項１に記載の電子内視鏡システム。
【請求項５】  前記第１および第２の電子内視鏡は、前
記動作モード設定手段により設定される動作モードを表
示するためのモード報知手段を有することを特徴とする
請求項４に記載の電子内視鏡システム。
【請求項６】  前記制御コマンドには、前記表示機器に
より表示される前記映像信号を一時的に静止表示させる
コマンドが含まれることを特徴とする請求項１に記載の
電子内視鏡システム。
【請求項７】  前記制御コマンドには、前記記録機器に
より前記映像信号を記録媒体に記録させることを指示す
るコマンドが含まれることを特徴とする請求項１に記載
の電子内視鏡システム。
【請求項８】  前記第１および第２の電子内視鏡の間に
おけるデータの送受信は、前記第１の画像信号処理プロ
セッサと前記第２の画像信号処理プロセッサとを接続す
る接続ケーブルを介してシリアル通信により行われるこ
とを特徴とする請求項１に記載の電子内視鏡システム。
【請求項９】  前記第１および第２の画像信号処理プロ
セッサは、
外部機器へ前記映像信号を出力するための外部出力手段
と、外部機器から出力される前記映像信号を入力するた
めの外部入力手段とを有する接続切り替えユニットをそ
れぞれ備え、
前記第１および第２の画像信号処理プロセッサのうちの
一方の画像信号処理プロセッサの前記外部出力手段に前
記表示機器および前記記録機器が接続され、
前記第１および第２の画像信号処理プロセッサのうちの
他方の画像信号処理プロセッサの前記外部出力手段は、
前記一方の画像信号処理プロセッサの前記外部入力手段
に接続され、
前記接続切り替えユニットにおいて、前記一方の画像信
号処理プロセッサ内における前記外部出力手段の接続先
が、前記外部入力手段若しくは前記映像信号処理手段の
いずれかに切り替えられることを特徴とする請求項８に
記載の電子内視鏡システム。
【請求項１０】  前記第１および第２のスコープは、そ
れぞれ表示切替手段を有し、前記表示機器および前記記
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録機器に入力される映像信号の出力元が、前記第１また
は第２のスコープの表示切替手段により、前記第１およ
び第２の画像信号処理プロセッサの前記切り替えユニッ
トを介して、前記第１または前記第２の映像信号処理手
段に切り替えられることを特徴とする請求項９に記載の
電子内視鏡システム。
【発明の詳細な説明】
【０００１】
【発明の属する技術分野】本発明は電子内視鏡に関し、
より詳しくは２つの電子内視鏡を組み合わせて体内の最
深部を観察するシステムに関する。
【０００２】
【従来の技術】従来より、電子内視鏡は、スコープの挿
入部の径がそれぞれ異なる様々なタイプのものが開発さ
れており、医療現場では、観察対象の器官の形状に応じ
た挿入部を備える電子内視鏡が適宜用いられる。電子内
視鏡には、挿入部の先端から前方を照射する照明光の光
量調節や、挿入部の先端に設けられる撮像センサから得
られる画像信号に施される所定の処理等を実行する画像
処理プロセッサが接続される。また、画像処理プロセッ
サには、画像データを再現するための表示モニタ、画像
データを記録するためのＶＣＲ（Video Cassette Recor
der）が接続される。すなわち、医療現場では、電子内
視鏡、画像プロセッサ、表示モニタ、ＶＣＲから構成さ
れるシステムが一般的に導入されている。
【０００３】一方、近年では、互いに径の異なる挿入部
を有する２つの電子内視鏡を組み合わせて使用する、以
下のような手技が行われている。相対的に太径の挿入部
を備えるスコープ（以下、太径スコープ）と、太径スコ
ープの鉗子チャンネルの内径より細径の挿入部を備える
スコープ（以下、細径スコープ）を用意し、太径スコー
プの鉗子チャンネルに細径スコープの挿入部を挿通させ
る。そして、太径スコープの挿入部の先端における鉗子
チャンネルの開口部から、細径スコープの挿入部の先端
を露出させることにより体内器官の最深部を観察する。
さらに、細径スコープの鉗子チャンネルから生検鉗子を
挿通させ、細径スコープの挿入の先端から露出させるこ
とにより、最深部にある病巣部に所定の処置を施す。以
上のように、２つの電子内視鏡を組み合わせて使用する
システムによれば、体内器官の最深部の観察および病巣
部の切除等の処置が可能となる。
【０００４】
【発明が解決しようとする課題】ところが、上述のよう
に、電子内視鏡には画像処理プロセッサ、表示モニタ、
ＶＣＲが接続される。すなわち、２台の電子内視鏡を用
いるシステムにおいては、こららの周辺装置が２台づつ
必要となる。また、操作者は随時、２つの電子内視鏡の
制御を行わなければらない。したがって、操作者にかか
る負担は大きくなる。さらに、複雑な処理を行うべく、
それぞれの電子内視鏡を制御するために術者が２名必要
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となる場合もある。すなわち、２台の電子内視鏡を用い
るシステムは、機器構成が大規模なものなり、かつその
制御が煩雑であるという問題があった。
【０００５】本発明は、以上の問題を解決するものであ
り、２つの電子内視鏡を組み合わせて使用するシステム
をスリム化させることを目的とする。
【０００６】
【課題を解決するための手段】本発明に係る電子内視鏡
システムは、第１のスコープと、この第１のスコープに
より得られる画像信号に所定の処理を施す第１の画像信
号処理手段を具備する第１の画像情報処理プロセッサと
を有する第１の電子内視鏡と、第２のスコープと、この
第２のスコープにより得られる画像信号に所定の処理を
施す第２の画像信号処理手段を具備する第２の画像情報
処理プロセッサとを有する第２の電子内視鏡と、第１若
しくは第２の画像信号処理プロセッサのいずれか一方に
接続され、接続された画像信号処理プロセッサから出力
される映像信号を表示するための表示機器と、第１若し
くは第２の画像信号処理プロセッサのいずれか一方に接
続され、接続された画像信号処理プロセッサから出力さ
れる映像信号を記録媒体に記録するための記録機器とを
備え、第１のスコープの挿入部に設けられた鉗子チャン
ネルに第２のスコープの挿入部を挿通させ、第１のスコ
ープの先端部における鉗子チャンネルの開口部から第２
のスコープの先端部を露出させる電子内視鏡システムに
おいて、第１の電子内視鏡と第２の電子内視鏡との間で
データの送受信が可能であり、第１および第２の電子内
視鏡は、それぞれ動作モード設定手段を有し、第１また
は第２の電子内視鏡の動作モード設定手段を操作するこ
とにより、前記動作モード設定手段が操作された電子内
視鏡の動作モードの設定が、制御コマンドを第２または
第１の電子内視鏡に送信し、第２または第１の電子内視
鏡の動作を制御するマスターモードと、第２または第１
の電子内視鏡との間でデータの送受信を行わずに動作す
るスタンドアロンモードとの間で切り替えられることを
特徴とする。
【０００７】好ましくは、第１または第２の電子内視鏡
において動作モード設定手段が操作されてマスターモー
ドが設定されると、第２または第１の電子内視鏡におい
て、前記マスターモードが設定された電子内視鏡から送
信される制御コマンドを受信し、この制御コマンドに基
づいて所定の動作を行うスレーブモードが設定される。
【０００８】より好ましくは、第１および第２の電子内
視鏡において、スレーブモードが設定されている状態で
動作モード設定手段が操作されると、スタンドアロンモ
ードが設定される。
【０００９】好ましくは、動作モード設定手段により、
第１または第２の電子内視鏡においてスタンドアロンモ
ードが設定される場合、前記第１または第２の電子内視
鏡において、第１または第２のスコープの先端から前方



(4) 特開２００３－３８４３２

10

20

30

40

50

5
に照射される照明光の光量を被観察体からの反射光に基
づいて自動調節する自動調光モードと、この照明光の光
量を手動操作により制御するマニュアル調光モードがそ
れぞれ選択可能であり、第１または第２の電子内視鏡に
おいてマスターモードが設定される場合、第２または第
１のスコープの先端から前方に照射される照明光の光量
を被観察体からの反射光に基づいて自動調節するリモー
ト自動調光モードと、この照明光の光量を第１または第
２の電子内視鏡において手動操作により制御するリモー
トマニュアル調光モードが選択可能である。
【００１０】より好ましくは、第１および第２の電子内
視鏡は、動作モード設定手段により設定される動作モー
ドを表示するためのモード報知手段を有する。
【００１１】好ましくは、制御コマンドには、表示機器
により表示される映像信号を一時的に静止表示させるコ
マンドが含まれ、また、記録機器により映像信号を記録
媒体に記録させることを指示するコマンドが含まれる。
【００１２】選択的に、第１および第２の電子内視鏡の
間におけるデータの送受信は、第１の画像信号処理プロ
セッサと第２の画像信号処理プロセッサとを接続する接
続ケーブルを介してシリアル通信により行われる。
【００１３】好ましくは、第１および第２の画像信号処
理プロセッサは、外部機器へ映像信号を出力するための
外部出力手段と、外部機器から出力される映像信号を入
力するための外部入力手段とを有する接続切り替えユニ
ットをそれぞれ備え、第１および第２の画像信号処理プ
ロセッサのうちの一方の画像信号処理プロセッサの外部
出力手段に表示機器および記録機器が接続され、第１お
よび第２の画像信号処理プロセッサのうちの他方の画像
信号処理プロセッサの外部出力手段は、上述の一方の画
像信号処理プロセッサの外部入力手段に接続され、接続
切り替えユニットにおいて、上述の一方の画像信号処理
プロセッサ内における外部出力手段の接続先が、外部入
力手段若しくは映像信号処理手段のいずれかに切り替え
られる。
【００１４】より好ましくは、第１および第２のスコー
プは、それぞれ表示切替手段を有し、表示機器および記
録機器に入力される画像データの出力元が、第１または
第２のスコープの表示切替手段により、第１および第２
の画像信号処理プロセッサの切り替えユニットを介し
て、第１または第２の映像信号処理手段に切り替えられ
る。
【００１５】以上のように、本発明によれば、２台の電
子内視鏡を組み合わせて使用するシステムにおいて、一
方の電子内視鏡の動作モードが、他方の電子内視鏡をリ
モート操作するマスターモードと、他方の電子内視鏡と
データの送受信を行わずに動作するスタンドアロンモー
ドとの間で切り替えられる。したがって、表示機器や記
録機器等の外部機器はいずれか一方の電子内視鏡にのみ
接続するだけで、２台の電子内視鏡の双方の映像信号を
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これらの外部機器で処理することができる。その結果、
２台の電子内視鏡からなるシステムにおいて機器構成の
スリム化が図られる。
【００１６】また、マスターモード、スタンドアロンモ
ードの選択、スレーブモードからスタンドアロンモード
への切り替えは、それぞれの電子内視鏡の動作モード設
定手段により実行できる。また、一方の電子内視鏡でマ
スターモードを選択すれば、他方の電子内視鏡は自動的
にスレーブモードに設定される。したがって、複数の電
子内視鏡を制御しなければならないにもかかわらず、一
人の術者による操作が容易に行える。
【００１７】動作モード設定手段により設定される動作
モードを表示するためのモード報知手段を設けることに
より、操作者は、現在、第１および第２の電子内視鏡が
いかなるモードで動作しているかを確認することができ
る。
【００１８】また、第１および第２のスコープに表示切
替手段を設ける構成とすれば、表示機器や記録機器への
映像信号の入力経路を瞬時に切り替えることができ、操
作性がより向上する。
【００１９】
【発明の実施の形態】以下、本発明の実施の形態を図面
を参照して説明する。図１は、本発明に係る実施形態が
適用される電子内視鏡システムのブロック図である。本
実施形態の電子内視鏡システムは第１の電子内視鏡１０
０と第２の電子内視鏡２００を備える。第１の電子内視
鏡１００はスコープ１１０と画像信号処理プロセッサ１
２０を備える。スコープ１１０は可撓性導管（可撓管）
を有し、画像信号処理プロセッサ１２０に着脱自在に接
続される。スコープ１１０の先端側には撮像センサ１１
１が設けられている。スコープ１１０内にはライトガイ
ド１１２が挿通されており、その出射端はスコープ１１
の先端まで延びている。
【００２０】画像信号処理プロセッサ１２０のシステム
コントローラ１２１は第１の電子内視鏡１００を全体的
に制御するマイクロコンピュータである。即ち、システ
ムコントローラ１２１は中央処理ユニット（ＣＰＵ）、
種々のルーチンを実行するためのプログラム、常数等を
格納する読出し専用メモリ（ＲＯＭ）、データ等を一時
的に格納する書込み／読出し自在なメモリ（ＲＡＭ）か
ら成る。
【００２１】スコープ１１０を画像信号処理プロセッサ
１２０に接続すると、撮像センサ１１１はＣＣＤドライ
バ（図示せず）を介して画像信号処理プロセッサ１２０
の映像信号処理回路１２２に接続される。また、ライト
ガイド１１２の入射端は画像信号処理プロセッサ１２０
内に設けられたキセノンランプあるいはハロゲンランプ
等の白色光源１２３に光学的に接続される。白色光源１
２３は電源回路１２４から供給される電流により駆動さ
れる。白色光源１２３とライトガイド１１２の間にはコ
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7
ンデンサレンズ１２５、回転式ＲＧＢカラーフィルタ１
２６、絞りユニット１２７が介在させられている。白色
光源１２３の出射光はコンデンサレンズ１２５を介して
回転式ＲＧＢカラーフィルタ１２６に導かれる。回転式
ＲＧＢカラーフィルタ１２６を通過した出射光は絞りユ
ニット１２７により、適宜光量調節が施され、ライトガ
イド１１２の入射端へ導かれる。
【００２２】回転式ＲＧＢカラーフィルタ１２６は円板
要素からなり、それぞれセクタ状の赤色フィルタ、緑色
フィルタ、青色フィルタが設けられている。各色フィル
タはそれぞれの半径方向の中心が１２０°の角度間隔と
なるよう、円板要素の円周方向に沿って配置されてお
り、互いに隣接するフィルタ間の領域は遮光領域であ
る。回転式ＲＧＢカラーフィルタ１２６は、サーボモー
タあるいはステッピングモータ等の駆動モータ（図示せ
ず）により回転させられる。回転式ＲＧＢカラーフィル
タ１２６の回転周波数は第１の電子内視鏡１００で採用
されるＴＶ映像再現方式に応じて決められる。
【００２３】上述のように、白色光源１２３の出射光は
回転式ＲＧＢカラーフィルタ１２６を介してライトガイ
ド１１２の入射端に導かれる。したがって、回転式ＲＧ
Ｂカラーフィルタ１２６が１回転する間に、ライトガイ
ド１１２の出射端の端面から赤色光、緑色光及び青色光
が一定の遮光時間をおいて所定時間、順次射出させられ
る。その結果、被観察体は配光光学系１１３を介して赤
色光、緑色光及び青色光により順次照明され、その各色
の光学的被観察体像が撮像センサ１１１の対物レンズ群
（図示せず）によってＣＣＤイメージセンサ（図示せ
ず）の受光面に順次結像させられる。撮像センサ１１１
はそのＣＣＤイメージセンサの受光面に結像された各色
の光学的被観察体像を１フレーム分のアナログ画素信号
に光電変換し、その各色の１フレーム分のアナログ画素
信号は各色の照明時間に続く次の遮光時間にわたって撮
像センサ１１１から順次読み出される。このような撮像
センサ１１１からのアナログ画素信号の読み出しはスコ
ープ１１０内に設けられた上述のＣＣＤドライバによっ
て行なわれる。
【００２４】撮像センサ１１１から読み出された画素信
号はＣＣＤドライバを介して映像信号処理回路１２２に
送られる。映像信号処理回路１２２において、送られて
きた画素信号に所定の画像処理が施され、ＲＧＢのカラ
ーアナログビデオ信号が生成される。尚、映像信号処理
回路１２２におけるＡ／Ｄ（アナログ／デジタル）変
換、Ｄ／Ａ変換、画像データのメモリへの格納、および
メモリからの読み出し等の各処理のタイミングは、タイ
ミングコントローラ１２８から出力される制御信号に基
づいて決定される。
【００２５】第２の電子内視鏡２００は、第１の電子内
視鏡１００と同様、スコープ２１０と画像信号処理プロ
セッサ２２０とを有する。図１から明らかなように、ス
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コープ２１０および画像信号処理プロセッサ２２０の各
構成要素には２００番台の符号が付されており、その下
二桁の数字は、対応する第１の電子内視鏡１００の構成
要素の符号の下二桁の数字と同一である。
【００２６】第２の電子内視鏡２００のスコープ２１０
の挿入部２１０Ａの外径は、第１の電子内視鏡１００の
スコープ１１０の挿入部１１０Ａの外径よりも細く、挿
入部２１０Ａは、挿入部１１０Ａ内に形成される鉗子チ
ャンネルを挿通可能である。
【００２７】図２は、スコープ１１０の挿入部１１０Ａ
にスコープ２１０の挿入部２１０Ａが挿入されている場
合の、挿入部１１０Ａの先端部を示す斜視図である。ス
コープ１１０において、ライトガイド１１２（図１参
照）の出射端から出射される照明光は配光レンズ１１３
を介して被観察体に照射される。被観察体からの反射光
は対物レンズ１１４を介して撮像センサ１１１（図１参
照）に導かれる。
【００２８】挿入部１１０Ａを患者の体内に挿入して観
察中、さらに微細な深部まで観察する必要がある場合、
スコープ１１０の鉗子口からスコープ２１０の挿入部２
１０Ａを挿入させ、図２に示すように、挿入部１１０Ａ
の先端部における鉗子チャンネル１１５の開口部からス
コープ２１０の挿入部２１０Ａの先端部を露出させる。
挿入部２１０Ａの先端部は挿入部１１０Ａの先端部と同
様の構成を有する。すなわち、ライトガイド２１２（図
１参照）の出射端から出射された照明光は、配光レンズ
２１３を介して被観察体に照射され、被観察体からの反
射光は対物レンズ２１５を介して撮像センサ２１１（図
１参照）に導かれる。
【００２９】図１に示すように、本実施形態において、
第１の電子内視鏡１００の画像信号処理プロセッサ１２
０のシステムコントローラ１２１と第２の電子内視鏡２
００の画像信号処理プロセッサ２２０のシステムコント
ローラ２２１は、シリアル通信用のケーブル３００によ
り接続されている。したがって、ケーブル３００を介し
てシステムコントローラ１２１からシステムコントロー
ラ２２１へ制御コマンドを転送することにより、第１の
電子内視鏡１００側で第２の電子内視鏡２００の動作を
制御することができ、システムコントローラ２２１から
システムコントローラ１２１へ制御コマンドを転送する
ことにより、第２の電子内視鏡２００側で第１の電子内
視鏡１００の動作を制御することができる。本実施形態
においては、コマンドを送信する側を親機、コマンドを
受信する側を子機と呼ぶ、また、第１若しくは第２の電
子内視鏡１００、２００が親機として子機をコントロー
ルするモードをマスターモードと呼び、子機として親機
によりコントロールされるモードをスレーブモードと呼
び、第１および第２の電子内視鏡１００、２００がそれ
ぞれ独立して動作するモードをスタンドアロンモードと
呼ぶ。
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【００３０】第１の電子内視鏡１００の画像信号処理プ
ロセッサ１２０には、外部機器との接続を制御するため
の接続切り替えユニット１３０が設けられている。接続
切り替えユニット１３０にはシステムコントローラ１２
１および映像信号処理回路１２２が接続されている。接
続切り替えユニット１３０において、映像信号処理回路
１２２から出力される映像信号の出力先がシステムコン
トローラ１２１から出力される制御信号に基づいて切り
替えられる。
【００３１】同様に、第２の電子内視鏡２００の画像信
号処理プロセッサ２２０には、外部機器との接続を制御
するための接続切り替えユニット２３０が設けられてい
る。接続切り替えユニット２３０にはシステムコントロ
ーラ２２１および映像信号処理回路２２２が接続されて
いる。接続切り替えユニット２３０において、映像信号
処理回路２２２から出力される映像信号の出力先がシス
テムコントローラ２２１から出力される制御信号に基づ
いて切り替えられる。
【００３２】図３には第１の電子内視鏡１００の接続切
り替えユニット１３０と第２の電子内視鏡２００の接続
切り替えユニット２３０との電気的な接続が示される。
第１の電子内視鏡１００の接続切り替えユニット１３０
は、外部機器へ映像信号を出力するための第１および第
２の外部出力端子１３１、１３２と、外部機器から出力
される映像信号が入力される第１および第２の外部入力
端子１３３、１３４を有する。
【００３３】第１のスイッチ１３５は、第１の外部出力
端子１３１から出力される映像信号の入力先を切り替え
るためのスイッチであり、システムコントローラ１２１
の制御信号に基づいて動作する。第１の外部出力端子１
３１から出力される映像信号の入力先は、第１のスイッ
チ１３５を介して、映像信号処理回路１２２、若しくは
第１の外部入力端子１３３のいずれかに切り替えられ
る。
【００３４】第２のスイッチ１３６は、第２の外部出力
端子１３２から出力される映像信号の入力先を切り替え
るためのスイッチであり、第１のスイッチ１３５と同
様、システムコントローラ１２１の制御信号に基づいて
動作する。第２の外部出力端子１３２から出力される映
像信号の入力先は、第２のスイッチ１３６を介して、映
像信号処理回路１２２、若しくは第２の外部入力端子１
３４のずれかに切り替えられる。
【００３５】第２の電子内視鏡２００の接続切り替えユ
ニット２３０は、上述の接続切り替えユニット１３０と
同様の構成を有している。図３から明らかなように、接
続切り替えユニット２３０の各構成要素には２００番台
の符号が付されており、その下二桁の数字は、対応する
第１の電子内視鏡１００の接続切り替えユニット１３０
の構成要素の符号の下二桁の数字と同一である。
【００３６】本実施形態においては、接続切り替えユニ
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ット１３０の第１の外部入力端子１３３と接続切り替え
ユニット２３０の第１の外部出力端子２３１は、シリア
ル通信用のケーブル３０１により接続される。また、接
続切り替えユニット１３０の第２の外部入力端子１３４
と接続切り替えユニット２３０の第２の外部出力端子２
３２は、シリアル通信用のケーブル３０２により接続さ
れる。さらに、接続切り替えユニット１３０の第１の外
部出力端子１３１にはＴＶモニタ４００が接続され、第
２の外部出力端子１３２にはＶＣＲ５００が接続され
る。
【００３７】接続切り替えユニット１３０において、第
１および第２のスイッチ１３５、１３６が映像信号処理
回路１２２側に切り替えられているとき、第１の電子内
視鏡１００のスコープ１１０により撮影された映像がＴ
Ｖモニタ４００に表示され、ＶＣＲ５００により記録可
能となる。
【００３８】また、接続切り替えユニット１３０におい
て、第１のスイッチ１３５が第１の外部入力端子１３３
側に切り替えられ、第２のスイッチ１３６が第２の外部
入力端子１３４側に切り替えられ、かつ接続切り替えユ
ニット２３０において、第１および第２のスイッチ２３
５、２３６が映像信号処理回路２２２側に切り替えられ
ているとき、第２の電子内視鏡２００のスコープ２１０
で撮影され、映像信号処理回路２２２で処理された映像
信号がケーブル３０１、３０２を介して第１の電子内視
鏡１００側へ転送され、ＴＶモニタ４００に表示され、
ＶＣＲ５００により記録可能となる。
【００３９】図１に示されるように、第１の電子内視鏡
１００の画像信号処理プロセッサ１２０と第２の電子内
視鏡２００の画像信号処理プロセッサ２２０には、それ
ぞれ操作パネル１４０、２４０が設けられる。
【００４０】図４は、操作パネル１４０に設けられる操
作ボタンおよび表示灯の一部を示す図である。調光モー
ド設定スイッチ１４１は、被観察体に照射される照明光
の光量を調節し、ＴＶモニタ４００の画面の輝度を調節
するモード（調光モード）を選択するためのスイッチで
ある。本実施形態では、調光モードとして、自動調光モ
ード、マニュアル調光モード、リモート調光モード、お
よびリモートマニュアル調光モードがある。
【００４１】自動調光モードとは、第１の電子内視鏡１
００が上述のスタンドアロンで動作中であり、ＴＶモニ
タ４００の画面の輝度が自動的に調節されるモードであ
る。自動調光モードが設定されると、映像信号処理回路
１２２において映像信号から抽出される輝度信号に基づ
いて、システムコントローラ１２１により絞りユニット
１２７が制御され、白色光源１２３から出射されライト
ガイド１１２に入射する白色光の光量が調節される。そ
の結果、ＴＶモニタ４００の画面の輝度が自動的に調節
される。
【００４２】マニュアル調光モードとは、第１の電子内
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視鏡１００がスタンドアロンで動作中であり、調光モー
ド設定スイッチ１４１の近傍に設けられる光量アップボ
タン１４２と光量ダウンボタン１４３を操作者が操作す
ることにより、ＴＶモニタ４００の画面の輝度が調節さ
れるモードである。光量アップボタン１４２は輝度を増
大させるためのボタンであり、光量ダウンボタン１４３
は輝度を減少させるためのボタンである。光量アップボ
タン１４２を押すことにより輝度増大パルス信号がシス
テムコントローラ１２１に対して出力され、光量ダウン
ボタン１４３を押すことにより輝度減少パルス信号がシ
ステムコントローラ１２１に対して出力される。システ
ムコントローラ１２１はこれらのパルス信号に基づい
て、絞りユニット１２７を制御し、その結果、ＴＶモニ
タ４００の画面の輝度が調節される。尚、光量アップボ
タン１４２、光量ダウンボタン１４３の操作により指定
された輝度レベルは、操作パネル１４０に設けられる輝
度レベル表示器（図示せず）に段階的に表示され、操作
者に認識される。
【００４３】リモート自動調光モードおよびリモートマ
ニュアルモードは、第１の電子内視鏡１００が上述のマ
スターモードで動作し、子機側、すなわち第２の電子内
視鏡２００の絞りユニット２２７の制御を行うモードで
ある。それぞれの制御の態様は上述の自動調光モード、
マニュアルモードと同様である。尚、本明細書では、リ
モート自動調光モードとリモートマニュアルモードを総
称して「リモートモード」と呼ぶ。
【００４４】調光モード設定スイッチ１４１が押される
たびに、調光モードは、自動調光モード、マニュアル調
光モード、リモート自動調光モード、リモートマニュア
ル調光モードの順にサイクリックに変更される。リモー
トマニュアル調光モードが設定されている場合に、調光
モード設定スイッチ１４１が押されると、調光モードは
自動調光モードに設定される。
【００４５】調光モード設定スイッチ１４１の下には、
自動調光であること示す表示灯１５１、マニュアル調光
であることを示す表示灯１５２、リモートモードである
か否かを示す表示灯１５３が設けられる。自動調光モー
ドが選択されると、表示灯１５１は赤色に点灯され、表
示灯１５２および１５３は消灯される。マニュアル調光
モードが選択されると、表示灯１５２が赤色に点灯さ
れ、表示灯１５１および１５３は消灯される。リモート
自動調光モードが選択されると、表示灯１５１は赤色に
点灯され、表示灯１５２は消灯され、表示灯１５３は緑
色に点灯される。リモートマニュアル調光モードが選択
されると、表示灯１５１は消灯され、表示灯１５２は赤
色に点灯され、表示灯１５３は緑色に点灯される。
【００４６】さらに、操作パネル１４０には静止画ボタ
ン１６１、コピーボタン１６２が設けられる。静止画ボ
タン１６１が押されると、ＴＶモニタ４００に再現され
ている画像が静止し、コピーボタン１６２が押される
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と、ＴＶモニタ４００に再現中の画像がＶＣＲ５００に
より記録媒体に記録される。
【００４７】第２の電子内視鏡２００の画像信号処理プ
ロセッサ２２０に設けられる操作パネル２４０も、上述
の操作パネル１４０と同様の構成を有する。尚、図４に
おいて、各構成要素に付された符号の括弧内の符号は、
対応する操作パネル２４０の構成要素を示す。
【００４８】尚、第１の電子内視鏡１００側の操作パネ
ル１４０の調光モード設定スイッチ１４１によりリモー
ト調光モード若しくはリモートマニュアルモードが選択
された場合、第２の電子内視鏡２００側の操作パネル２
４０の表示灯２５３は、第２の電子内視鏡２００が上述
のスレーブモードで動作することを示すべく黄色に点灯
される。逆に、第２の電子内視鏡２００側の操作パネル
２４０の調光モード設定スイッチ２４１によりリモート
調光モード若しくはリモートマニュアルモードが選択さ
れた場合、第１の電子内視鏡１００側の操作パネル１４
０の表示灯１５３は、第１の電子内視鏡１００がスレー
ブモードで動作することを示すべく黄色に点灯される。
【００４９】図５は、操作パネル１４０における上述の
各種ボタンおよび表示灯を制御するための回路構成を示
すブロック図である。ＳＷ１は調光モード設定スイッチ
１４１に連動して動作するスイッチ、ＳＷ２は静止画ボ
タン１６１の操作に連動して動作するスイッチ、ＳＷ３
はコピーボタン１６２の操作に連動して動作するスイッ
チ、ＳＷ４は光量アップボタン１４２の操作に連動して
動作するスイッチ、ＳＷ５は光量ダウンボタン１４３の
操作に連動して動作するスイッチである。それぞれのス
イッチは対応するボタンが操作されるとオンし、ボタン
が操作されたことを示す信号がＩ／Ｏポート１４０Ｐを
介してシステムコントローラ１２１のＣＰＵ１２１Ａに
入力される。
【００５０】ＬＥＤ１は表示灯１５１、ＬＥＤ２は表示
灯１５２、ＬＥＤ３ＧおよびＬＥＤ３Ｙは表示灯１５３
に対応する半導体発光素子である。ＬＥＤ１、ＬＥＤ
２、ＬＥＤ３Ｇ、ＬＥＤ３Ｙは、システムコントローラ
１２１のＣＰＵ１２１Ａから出力されＩ／Ｏポート１４
０Ｐを介して入力される制御信号に基づいて順方向に駆
動電流が供給されると点灯し、駆動電流の供給が停止さ
れると消灯する。ＬＥＤ３Ｇは緑色を発光し、ＬＥＤ３
Ｙは黄色を発光する。
【００５１】第２の電子内視鏡２００の第２の画像信号
処理プロセッサ２２０の操作パネル２４０に設けられる
操作ボタン、表示灯も同様の回路構成により制御され
る。
【００５２】さらに、図１に示すように、スコープ１１
０および２１０の操作部には、それぞれ切り替えボタン
１１６、２１６が設けられている。スコープ１１０の切
り替えボタン１１６を押すと、システムコントローラ１
２１の制御により、接続切り替えユニット１３０（図３
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参照）において第１および第２のスイッチ１３５、１３
６は映像信号処理回路１２２側に切り替えられ、白色光
源１２３へ電流を供給させる制御信号が電源回路１２４
へ出力される。同時に、システムコントローラ１２１か
らシステムコントローラ２２１へ、接続切り替えユニッ
ト２３０の第１のスイッチ２３５を第１の外部入力端子
２３３へ切り替え、第２のスイッチ２３６を第２の外部
入力端子２３４へ切り替えることを指示する制御信号、
および光源２２３を消灯することを指示する制御信号が
送信される。その結果、被観察体は白色光源１２３から
出射された照明光により照射され、スコープ１１０によ
り撮影された画像がＴＶモニタ４００に再現され、ＶＣ
Ｒ５００において記録媒体に記録可能となる。
【００５３】同様に、スコープ２１０の切り替えボタン
２１６を押すと、システムコントローラ２２１の制御に
より、接続切り替えユニット２３０において第１および
第２のスイッチ２３５、２３６は映像信号処理回路２２
２側に切り替えられ、白色光源２２３へ電流を供給させ
る制御信号が電源回路２２４へ出力される。同時に、シ
ステムコントローラ２２１からシステムコントローラ１
２１へ、接続切り替えユニット１３０の第１のスイッチ
１３５を第１の外部入力端子１３３へ切り替え、第２の
スイッチ１３６を第２の外部入力端子１３４へ切り替え
る制御信号、および光源２２３を消灯することを指示す
る制御信号が送信される。その結果、被観察体は白色光
源２２３から出射された照明光により照射され、スコー
プ２１０により撮影された画像がＴＶモニタ４００に再
現され、ＶＣＲ５００において記録媒体に記録可能とな
る。
【００５４】ここで、図６～１９を用いて、第１の電子
内視鏡１００と第２の電子内視鏡２００との間における
データ通信の処理手順について説明する。尚、以降の説
明において、第１の電子内視鏡１００は親機、第２の電
子内視鏡２００は子機として動作するものとする。
【００５５】図６は、親機として動作する第１の電子内
視鏡１００のシステムコントローラ１２１で実行される
メインルーチンの処理手順の前半を示すフローチャート
である。画像信号処理プロセッサ１２０に電源が投入さ
れると、ステップＳ１００で、システムコントローラ１
２１により通信関係以外のシステム設定が実行され、次
いでステップＳ２００で、通信ポートの初期化処理が実
行される。通信ポートの初期化処理では通信プロトコル
の設定が実行され、データ転送速度、データ長、パリテ
ィの有無等の各パラメータが設定される。
【００５６】通信ポートの初期化処理が終了したらステ
ップＳ３００へ進み、各種変数の初期化処理が実行され
る。ｍｏｄｅ１は、白色光源１２３からの出射光の光量
調節の動作の態様を示す調光モードフラグである。上述
のように、本実施形態において光量調節には、自動調光
モード、マニュアルモード、リモート自動調光モード、
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リモートマニュアルモードの４つの態様がある。
【００５７】自動調光モード、すなわち第１の電子内視
鏡１００における白色光源１２３の光量調節がシステム
コントローラ１２１の制御により自動的に行われるモー
ドが設定される場合、ｍｏｄｅ１には「００」（ＡＵＴ
Ｏ）がセットされる。マニュアルモード、すなわち操作
者が第１の電子内視鏡１００の操作パネル１４０を操作
することにより第１の電子内視鏡１００の白色光源１２
３の光量調節を自由に行うモードが設定される場合、ｍ
ｏｄｅ１には「０１」（ＭＡＮ）がセットされる。リモ
ート自動調光モード、すなわち第２の電子内視鏡２００
の光量調節が第１の電子内視鏡１００のシステムコント
ローラ１２１の制御により自動的に行われるモードが設
定される場合、ｍｏｄｅ１には「１０」（ＲＥＭ－ＡＵ
ＴＯ）がセットされる。リモートマニュアルモード、す
なわち操作者が第１の電子内視鏡１００の操作パネル１
４０を操作することにより、第２の電子内視鏡２００の
光量調節が制御されるモードが設定される場合、ｍｏｄ
ｅ１には「１１」（ＲＥＭ－ＭＡＮ）がセットされる。
【００５８】ｍｏｄｅ２は、第１および第２の電子内視
鏡１００、２００の間のデータ通信における主従関係を
示すマスタースレーブフラグである。マスターモードで
動作する場合、すなわち自機から接続相手の電子内視鏡
にデータを送出し、その動作を制御する場合、ｍｏｄｅ
２には「０」（ＭＡＳＴＥＲ）がセットされる。スレー
ブモードで動作する場合、すなわち接続相手の電子内視
鏡から送られてきたデータに従って動作する場合、ｍｏ
ｄｅ２には「１」（ＳＬＡＶＥ）がセットされる。ま
た、スタンドアロンで動作する場合、「２」（ＮＯＲＭ
ＡＬ）がセットされる。
【００５９】ステップＳ３００では、初期値として、ｍ
ｏｄｅ１には「００」がセットされ、ｍｏｄｅ２には
「２」がセットされる。すなわち、電源投入直後の第１
の電子内視鏡１００はスタンドアロンで自動調光モード
で動作するよう初期設定される。また、初期設定された
モードに応じて、操作パネル１４０の表示灯１５１を点
灯させるべく、ＬＥＤ１には駆動電流が供給され、表示
灯１５２、１５３が消灯された状態を維持すべく、ＬＥ
Ｄ２、ＬＥＤ３ＧおよびＬＥＤ３Ｙへの駆動電流の供給
は停止されたままとなる。
【００６０】次いで、ステップＳ４００で子機、すなわ
ち第２の電子内視鏡２００との通信の接続確立が行われ
る。図８は、接続確立の処理手順を示すフローチャート
である。ステップＳ４０２で、ポートＤＳＲの電位がチ
ェックされる。ポートＤＳＲは、接続相手の電子内視鏡
の画像信号処理プロセッサ（本実施形態においては第２
の電子内視鏡２００の画像信号処理プロセッサ２２０）
の動作状態を示すシリアル通信用の入力ステータスポー
トである。接続相手の電子内視鏡、すなわち第２の電子
内視鏡２００に電源が投入されており、画像信号処理プ
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ロセッサ２２０が起動されていれば、ポートＤＳＲの電
位はハイレベルとなり、第２の電子内視鏡２００が電源
オフで画像信号処理プロセッサ２２０が起動されていな
ければローレベルとなる。ステップＳ４０２で、ポート
ＤＳＲの電位がローレベルであり、第２の電子内視鏡２
００が電源オフであることが確認されると、本ルーチン
は終了する。
【００６１】一方、ポートＤＳＲの電位がハイレベルで
あり、第２の電子内視鏡２００の画像信号処理プロセッ
サ２２０が起動されていることが確認されると、ステッ
プＳ４０４へ進む。ステップＳ４０４では、ポートＴｘ
Ｄに接続要求を示すコマンド「ＣＯＮＮＥＣＴ＿ＲＥ
Ｑ」がセットされ、第２の電子内視鏡２００側へ送信さ
れる。ポートＴｘＤは、シリアル通信により接続相手の
電子内視鏡側へデータを送出するためのポートである。
また、ステップＳ４０６で未接続カウンタｗａｉｔ＿ｃ
ｎｔに「０」がセットされ、初期化される。未接続カウ
ンタｗａｉｔ＿ｃｎｔは接続相手の電子内視鏡との接続
確立の失敗を判断するためのカウンタである。
【００６２】ステップＳ４０８で、ポートＲｘＤに入力
されたデータを変数ｒ＿ｄａｔａに格納する。ポートＲ
ｘＤは接続相手の電子内視鏡から送信されたデータが入
力されるデータである。すなわち、ステップＳ４０８で
は、第２の電子内視鏡２００から送信されたデータが変
数ｒ＿ｄａｔａにセットされる。ついで、ステップＳ４
１０で、ｒ＿ｄａｔａの内容が、データ送信の開始要求
の確認を示す「ＡＬＬＯＷ」であるか確認する。「ＡＬ
ＬＯＷ」の場合は、第２の電子内視鏡２００との接続が
確立されたのでステップＳ４１２へ進み、接続確立を示
すフラグｓｙｎｃ＿ｆｌａｇに「１」がセットされる。
【００６３】一方、ステップＳ４１０で、ｒ＿ｄａｔａ
の値が「ＡＬＬＯＷ」ではないことが確認されると、ス
テップＳ４１４へ進み、カウンタｗａｉｔ＿ｃｎｔの値
がチェックされる。カウンタｗａｉｔ＿ｃｎｔの値が
「１００」に達していなければ、ステップＳ４１６へ進
み、その値が「１」インクリメントされ、ステップＳ４
０８へ戻り、ステップＳ４０８、Ｓ４１０の処理が繰り
返される。ステップＳ４１４でカウンタｗａｉｔ＿ｃｎ
ｔの値が「１００」に達していることが確認されたら、
ステップＳ４１８へ進み、フラグｓｙｎｃ＿ｆｌａｇに
「０」がセットされる。すなわち、第２の電子内視鏡２
００に接続要求のコマンドを送出してから所定時間が経
過するまで、第２の電子内視鏡２００からデータ送信の
開始要求の確認が送信されたか、繰り返し確認される。
所定時間を経過しても第２の電子内視鏡２００から開始
要求の確認が送信されてこない場合、第２の電子内視鏡
２００とのデータ通信の接続は確立できないと判断され
る。
【００６４】以上のようにして、第２の電子内視鏡２０
０との接続状態に応じてフラグｓｙｎｃ＿ｆｌａｇに値
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がセットされると、制御は図６のＳ４００へ戻り、次い
でステップＳ５００へ進む。ステップＳ５００では、シ
ステムコントローラ１２１のＣＰＵ１２１Ａにおいて割
り込みが許可され、操作パネル１４０が操作された場合
や、第２の電子内視鏡２００からデータが受信された場
合の割り込み処理が可能となる。
【００６５】次いで、図７のステップＳ６００へ進み、
ポートＲｘＤに受信データが入力されているか確認され
る。受信データが入力されていたらステップＳ７００へ
進み、受信データ処理ルーチンが実行され、次いでステ
ップＳ８００で送信データ処理ルーチンが実行される。
ステップＳ６００で、ポートＲｘＤに受信データが入力
されていないことが確認されたら、ステップＳ７００の
受信データ処理ルーチンはスキップされる。
【００６６】ステップＳ９００で、ポートＤＳＲの電位
が再度チェックされ、第２の電子内視鏡２００が電源オ
ンで画像信号処理プロセッサ２２０が稼動中であるか確
認される。第２の電子内視鏡２００の画像信号処理プロ
セッサ２２０が起動されている場合、ステップＳ１００
０へ進み、主処理が実行され、キーボード等の入力処
理、時計表示処理等が行われる。その後、ステップＳ６
００へ戻り以降の処理が繰り返される。一方、画像信号
処理プロセッサ２２０が起動されていない場合、ステッ
プＳ１１００へ進み、割り込み処理の禁止が設定され
る。すなわち、第２の電子内視鏡２００が作動している
間は、送受信処理が主処理とともに繰り返し実行され
る。
【００６７】図９は、図７のループ処理中に受信割り込
みが発生した場合の処理手順を示すフローチャートであ
る。受信割り込みが発生すると、ステップＳ１２００に
おいて、ｂｕｓｙ＿ｆｌａｇに「０」がセットされ、初
期化される。ｂｕｓｙ＿ｆｌａｇは、第１の電子内視鏡
１００から第２の電子内視鏡２００へデータ転送が行わ
れているか否かを示すフラグである。ｂｕｓｙ＿ｆｌａ
ｇに「０」がセットされている場合、データ転送は行わ
れておらず、「１」がセットされている場合、データ転
送が実行中であることを示す。
【００６８】次いで、ステップＳ１２０２において、ポ
ートＲｘＤに入力された受信データが受信データｒ＿ｄ
ａｔａに格納され、制御は図７のループ処理へ戻る。そ
の結果、上述のように、ステップＳ６００で受信データ
ｒ＿ｄａｔａにデータが格納されていることが確認さ
れ、続くステップＳ７００において受信データ処理ルー
チンが実行される。
【００６９】図１０は、図７のステップＳ７００で実行
される受信データ処理ルーチンの処理手順を示すフロー
チャートである。ステップＳ７０２で、ポートＲｘＤに
入力された受信データｒ＿ｄａｔａの値が「ｌａｍｐ＿
ｏｆｆ」であるかチェックされる。相手機の切替えボタ
ンが操作されると、受信データｒ＿ｄａｔａに「ｌａｍ
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ｐ＿ｏｆｆ」がセットされる。上述のように、切替えボ
タンが操作されると、観察体への照明光の照射、および
ＴＶモニタ４００における映像表示は、強制的に切替え
ボタンが操作された側のシステムコントローラの制御下
におかれ、「ｌａｍｐ＿ｏｆｆ」を受信した側では、白
色光源の消灯処理が行われる。
【００７０】したがって、受信データｒ＿ｄａｔａの値
が「ｌａｍｐ＿ｏｆｆ」であることが確認されるとステ
ップＳ７０４へ進み、切替え処理が実行される。ＴＶモ
ニタ４００およびＶＣＲ５００に接続されている外部出
力端子１３１、１３２が、それぞれ外部入力端子１３
３、１３４と接続されるよう、スイッチ１３５、１３６
が切り替えられ、白色光源１２３を消灯させる制御信号
がシステムコントローラ１２１から電源回路１２４へ送
られる。その結果、第２の電子内視鏡２００の映像信号
処理回路２２２から出力され、通信ケーブル３０１、３
０２を介して転送される映像信号がＴＶモニタ４００、
ＶＣＲ５００に出力される。尚、「ｌａｍｐ＿ｏｆｆ」
のセットに関しては後述する。
【００７１】ステップＳ７０２において受信データｒ＿
ｄａｔａの値が「ｌａｍｐ＿ｏｆｆ」ではないことが確
認されると、ステップＳ７０６へ進み、受信データｒ＿
ｄａｔａの値が「ＡＬＬＯＷ」であるかチェックされ
る。受信データｒ＿ｄａｔａの値が「ＡＬＬＯＷ」の場
合とは、第１の電子内視鏡１００から第２の電子内視鏡
２００へデータが転送され、その転送処理が正常に終了
した場合である。第２の電子内視鏡２００へのデータ転
送が正常に終了したことが確認されると、ステップＳ７
０８へ進む。ステップＳ７０８では、データ転送の正常
終了を操作者に報知すべく、ＴＶモニタ４００に第２の
電子内視鏡２００との通信が有効であるメッセージを表
示する。
【００７２】次いで、ステップＳ７１０ではｍｏｄｅ１
の値がチェックされる。ｍｏｄｅ１に「１０」若しくは
「１１」がセットされており、第１の電子内視鏡１００
がリモートモードで動作していることが確認されたら、
ステップＳ７１２へ進む。ステップＳ７１２では、ｍｏ
ｄｅ２にマスターモードであることを示す値がセットさ
れるとともに、操作パネル１４０の表示灯１５３（図４
参照）を緑色に点灯させるべく、ＬＥＤ３Ｇ（図５参
照）に駆動電流を供給する。表示灯１５３が緑色に点灯
していることにより、操作者は、第１の電子内視鏡１０
０がマスターモード、第２電子内視鏡２００がスレーブ
モードであり、第１の電子内視鏡１００の操作パネル１
４０を操作することにより第２の電子内視鏡２００がリ
モート制御される状態であることが確認できる。
【００７３】第２の電子内視鏡２００との接続が確立さ
れているため、ステップＳ７１４においてｓｙｎｃ＿ｆ
ｌａｇに「１」がセットされる。ステップＳ７１６で
は、ＴＶモニタ４００およびＶＣＲ５００に接続されて
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いる外部出力端子１３１、１３２が、それぞれ外部入力
端子１３３、１３４と接続されるよう、スイッチ１３
５、１３６が切り替えられる。その結果、第２の電子内
視鏡２００の映像信号処理回路２２２から出力され、通
信ケーブル３０１、３０２を介して転送される映像信号
がＴＶモニタ４００、ＶＣＲ５００に出力される。以上
で本ルーチンは終了し、制御は図７のステップＳ７００
へ戻る。
【００７４】ステップＳ７１０で、ｍｏｄｅ１の値がリ
モートモードを示すものではないことが確認されたら、
ステップＳ７１８へ進む。ｍｏｄｅ１の値がリモートモ
ードを示すものでないということは、操作パネル１４０
の調光モード設定スイッチ１４１が押され、自機側の光
源の光量を調節するモード、すなわち自動調光モード、
若しくはマニュアル調光モードが選択されていることを
示す。したがって、ステップＳ７１８では、ｍｏｄｅ２
に、自機がスタンドアロンで動作することを示す「ＮＯ
ＲＭＡＬ」がセットされ、操作パネル１４０の表示灯１
５３を消灯すべく、ＬＥＤ３ＧおよびＬＥＤ３Ｙへの駆
動電流の供給が停止される。次いで、ステップＳ７２０
へ進み、外部出力端子１３１、１３２が第１の電子内視
鏡１００の映像信号処理回路１２１に接続されるよう、
スイッチ１３５、１３６が切り替えられる。その結果、
映像信号処理回路１２１から出力される映像信号がＴＶ
モニタ４００およびＶＣＲ５００に入力される。以上で
本ルーチンは終了し、制御は図７のステップＳ７００へ
戻る。
【００７５】一方、ステップＳ７０６で受信データｒ＿
ｄａｔａの値が「ＡＬＬＯＷ」ではないことが確認され
たら、ステップＳ７２２へ進み、接続の切断要求を示す
「ＤＩＳＣＯＮＮＥＣＴ＿ＲＥＱ」が受信データｒ＿ｄ
ａｔａにセットされているかチェックされる。「ＤＩＳ
ＣＯＮＮＥＣＴ＿ＲＥＱ」がセットされていることが確
認されたら、ステップＳ７２４へ進み、ｍｏｄｅ１に自
機側で自動調光が実行されるモードであることを示す
「ＡＵＴＯ」がセットされる。次いで、制御はステップ
Ｓ７１８へ進み、上述の処理が実行される。
【００７６】すなわち、操作パネル１４０の調光モード
設定スイッチ１４１が操作され、自動調光モード若しく
はマニュアルモードが選択されたか、あるいは第２の電
子内視鏡２００側から切断要求があり、スタンドアロン
で動作することとなった場合には、ＴＶモニタ４００に
は映像信号処理回路１２１から出力される映像信号が再
現され、光量アップボタン１４２、光量ダウンボタン１
４３、静止画ボタン１６１、コピーボタン１６２の操作
は自機側、すなわち第１の電子内視鏡１００に反映され
る。
【００７７】一方、ステップＳ７２２で、受信データｒ
＿ｄａｔａの値が「ＤＩＳＣＯＮＮＥＣＴ＿ＲＥＱ」で
はないことが確認されたら、ステップＳ７２６へ進む。
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受信データｒ＿ｄａｔａの値が「ＡＬＬＯＷ」若しくは
「ＤＩＳＣＯＮＮＥＣＴ＿ＲＥＱ」のいずれでもない場
合は、第２の電子内視鏡２００へのデータ転送が正常終
了しなかったことを示す。したがって、Ｓ７２６では、
データ転送の異常終了を操作者に報知すべく、無効ブザ
ー（図示せず）が鳴らされるとともに、ＴＶモニタ４０
０にデータ転送の異常終了を示すメッセージが表示され
る。
【００７８】図１１は、図７のステップＳ８００で実行
される送信データ処理ルーチンの処理手順を示すフロー
チャートである。ステップＳ８０２では、データが転送
中であるか否かを示すフラグｂｕｓｙ＿ｆｌａｇの値が
チェックされる。上述のように、ｂｕｓｙ＿ｆｌａｇに
「０」がセットされている場合、第１の電子内視鏡１０
０から第２の電子内視鏡２００へのデータ転送は行われ
ておらず、「１」がセットされている場合、データ転送
が実行中であることを示す。ステップＳ８０２におい
て、ｂｕｓｙ＿ｆｌａｇには「１」がセットされておら
ず、データ転送中ではないことが確認されると、ステッ
プＳ８０４へ進む。
【００７９】ステップＳ８０４ではポートＤＳＲの電位
がチェックされる。ポートＤＳＲの電位がハイレベルで
あり、第２の電子内視鏡２００が稼動中であることが確
認されると、ステップＳ８０６へ進む。ステップＳ８０
６では送信データｔ＿ｄａｔａがポートＴｘＤから送出
される。尚、送信データｔ＿ｄａｔａへの値の格納処理
については後述する。次いで、ステップＳ８０８で、デ
ータ転送中の待ち時間をカウントするための変数ｂｕｓ
ｙ＿ｔｉｍｅに「０」がセットされ、本ルーチンは終了
し、制御は図７のステップＳ８００へ戻る。
【００８０】ステップＳ８０４で、ポートＤＳＲの電位
がローレベルであり、第２の電子内視鏡２００が起動さ
れていないことが確認されたら、ステップＳ８１０へ進
む。ステップＳ８１０では、第１の電子内視鏡１００に
おいてリモートモードで第２の電子内視鏡２００を操作
することができないことを操作者に報知すべく、無効ブ
ザーが鳴らされるとともに、ＴＶモニタ４００にリモー
ト操作無効のメッセージが表示され、本ルーチンは終了
し、制御は図７のステップＳ８００へ戻る。
【００８１】一方、ステップＳ８０２においてｂｕｓｙ
＿ｆｌａｇに「１」がセットされており、データが転送
中であることが確認されたら、ステップＳ８１２へ進
む。ステップＳ８１２では、変数ｂｕｓｙ＿ｔｉｍｅの
値がチェックされる。ｂｕｓｙ＿ｔｉｍｅの値が最大値
に達していない場合、ステップＳ８１４へ進み、ｂｕｓ
ｙ＿ｔｉｍｅの値がインクリメントされ、本ルーチンは
終了し、制御は図７のステップＳ８００へ戻る。すなわ
ち、データが転送中の場合、図７のループ処理が繰り返
し実行される度に図１１のルーチンがコールされ、ｂｕ
ｓｙ＿ｔｉｍｅの値が加算される。ステップＳ８１２
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で、ｂｕｓｙ＿ｔｉｍｅが最大値に達したことが確認さ
れたら、換言すれば、現時点で送信データｔ＿ｄａｔａ
に格納されているデータの転送の待ち状態が所定時間続
いていることが確認されたら、ステップＳ８１６へ進
む。
【００８２】ステップＳ８１６では、ステップＳ８１０
の処理と同様、操作パネル１４０の操作により第２の電
子内視鏡２００を制御することが無効であることを操作
者に報知するための処理が実行される。次いで、ステッ
プＳ８１８でｓｙｎｃ＿ｆｌａｇに「０」がセットさ
れ、ステップＳ８２０でｂｕｓｙ＿ｔｉｍｅに「０」が
セットされ、それぞれの変数がリセットされた後、本ル
ーチンは終了し、制御は図７のステップＳ８００へ戻
る。
【００８３】ここで、上述の受信割り込み以外の割り込
みが発生した場合の処理について説明する。メインルー
チンにおけるステップＳ６００～Ｓ１０００のループ処
理（図７参照）の間に割り込みが発生すると、図１２に
示すように操作パネル１４０が操作された場合の割り込
み処理ルーチン（Ｓ２０００）と、切替えボタン１１６
が操作された場合の割り込み処理ルーチン（Ｓ２００
２）と、その他の操作の割り込み処理ルーチン（Ｓ２０
０４）が実行される。尚、ステップＳ２００４の割り込
み処理ルーチンについては、本発明の関与するところで
はないので説明は省略する。
【００８４】図１３はステップＳ２０００で実行される
操作パネル１４０の操作による割り込み処理ルーチンの
処理手順を示すフローチャートである。ステップＳ２１
００において、ｍｏｄｅ２の値がチェックされ、第１の
電子内視鏡１００がスレーブモードで動作しているか否
かが確認される。ｍｏｄｅ２に「１」以外の値がセット
されており、第１の電子内視鏡１００がマスターモード
若しくはスタンドアロンで動作している場合は、ステッ
プＳ２２００へ進み、第１の割り込み処理ルーチンが実
行される。ｍｏｄｅ２に「１」がセットされており、第
１の電子内視鏡１００がスレーブモードで動作している
場合は、ステップＳ２３００へ進み、第２の割り込み処
理ルーチンが実行される。
【００８５】図１４および１５は、ステップＳ２２００
で実行される第１の割り込み処理ルーチンの処理手順を
示すフローチャートである。ステップＳ２２０２で、操
作されたのが操作パネル１４０の調光モード設定スイッ
チ１４１であるか否かがチェックされる。操作パネル１
４０の制御回路のＳＷ１（図５参照）がＯＮされてお
り、割り込みが調光モード設定スイッチ１４１の操作で
あることが確認されると、ステップＳ２２０４へ進む。
上述のように、調光モード設定スイッチ１４１が押され
る度に、ｍｏｄｅ１の値はサイクリックに変化する。す
なわち、ステップＳ２２０４では、割り込み処理が発生
する直前のｍｏｄｅ１の値に基づいて、ｍｏｄｅ１の値
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が更新される。
【００８６】次いでステップＳ２２０６で、更新された
ｍｏｄｅ１の値が「１０」であり、リモート自動調光モ
ードを示しているかチェックされる。リモート自動調光
モードであることが確認されたら、ステップＳ２２０８
へ進み、送信データｔ＿ｄａｔａにリモート自動調光モ
ードを示すコマンド「ＩＲＩＳ＿ＡＵＴＯ」がセットさ
れる。ステップＳ２２０６で、更新されたｍｏｄｅ１の
値が「１０」ではないことが確認されたら、ステップＳ
２２１０へ進む。ステップＳ２２１０で、更新されたｍ
ｏｄｅ１の値が「１１」であり、リモートマニュアル調
光モードであることが確認されたら、ステップＳ２２１
２へ進み、送信データｔ＿ｄａｔａにリモートマニュア
ル調光モードを示すコマンド「ＩＲＩＳ＿ＭＡＮ」がセ
ットされる。
【００８７】ステップＳ２２１０で、ｍｏｄｅ１の値が
「１１」ではないことが確認されたらステップＳ２２１
４へ進む。処理がステップＳ２２１４へ進むのは、更新
されたｍｏｄｅ１の値が「００」若しくは「０１」であ
り、調光モードが自動調光モード若しくはマニュアルモ
ードの場合である。さらに、上述のように、図１３のス
テップＳ２１００で第１の電子内視鏡１００がマスター
モード若しくはスタンドアロンで動作していることが確
認された場合に本ルーチンは実行される。すなわち、処
理がステップＳ２２１４へ進むのは、第１の電子内視鏡
１００がマスターモード若しくはスタンドアロンで動作
中に、調光モード設定スイッチの操作により、自動調光
モード若しくはマニュアルモードが選択された場合であ
る。換言すれば、第１の電子内視鏡１００の白色光源１
２３の光量調節を第１の電子内視鏡１００側で行うこと
を操作者により選択されたことを意味する。したがっ
て、第２の電子内視鏡２００からの送信データに基づく
処理を実行する必要はないので、送信データｔ＿ｄａｔ
ａに接続の切断要求を意味するコマンド「ＤＩＳＣＯＮ
ＮＥＣＴ＿ＲＥＱ」をセットする。
【００８８】一方、ステップＳ２２０２で、スイッチＳ
Ｗ１がオフであり、発生した割り込み処理が調光モード
設定スイッチ１４１以外のボタンの操作であることが確
認されたら、ステップＳ２２１６へ進む。ステップＳ２
２１６では、操作パネル１４０が操作された時点の調光
モードがチェックされる。
【００８９】ｍｏｄｅ１の値が「００」若しくは「１
０」であり、リモートモードではないことが確認された
ら、ステップＳ２２１８へ進み、スタンドアロンモード
で動作中に操作パネル１４０のモード設定スイッチ以外
のボタンが操作された場合の処理が実行される。その
後、制御は図１３のステップＳ２２００へ戻り、図１２
のステップＳ２０００へ戻る。
【００９０】一方、ステップＳ２２１６でｍｏｄｅ１の
値が「１０」若しくは「１１」であり、リモート調光モ

22
ード若しくはリモートマニュアル調光モードであること
が確認されたら、図１５のステップＳ２２２０へ進む。
【００９１】図１５のステップＳ２２２０～Ｓ２２３４
では、スイッチＳＷ２～ＳＷ５（図５参照）のオンオフ
状態が確認され、オンであるスイッチに応じたコマンド
が送信データｔ＿ｄａｔａにセットされる。
【００９２】スイッチＳＷ４がオンしており、操作パネ
ル１４０の光量アップボタン１４２が押されたことが確
認されたら（Ｓ２２２０でＹＥＳ）、送信データｔ＿ｄ
ａｔａにＴＶモニタ４００の画面の明度アップ、すなわ
ち光源の光量増加を指示するコマンド「ＢＲＩＧＨＴ＿
ＵＰ」がセットされる（Ｓ２２２２）。スイッチＳＷ５
がオンしており、操作パネル１４０の光量ダウンボタン
１４３が押されたことが確認されたら（Ｓ２２２４でＹ
ＥＳ）、送信データｔ＿ｄａｔａにＴＶモニタ４００の
画面の明度ダウン、すなわち光源の光量減少を指示する
コマンド「ＢＲＩＧＨＴ＿ＤＯＷＮ」がセットされる
（Ｓ２２２６）。スイッチＳＷ２がオンしており、操作
パネル１４０の静止画ボタン１６１が押されたことが確
認されたら（Ｓ２２２８でＹＥＳ）、送信データｔ＿ｄ
ａｔａにＴＶモニタ４００に表示中の画像を静止させる
ことを指示するコマンド「ＦＲＥＥＺＥ＿ＣＯＭ」がセ
ットされる（Ｓ２２３０）。スイッチＳＷ３がオンして
おり、操作パネル１４０のコピーボタン１６２が押され
たことが確認されたら（Ｓ２２３２でＹＥＳ）、送信デ
ータｔ＿ｄａｔａに撮影中の画像の記録を指示するコマ
ンド「ＣＯＰＹ＿ＣＯＭ」がセットされる（Ｓ２２３
４）。
【００９３】以上のように、送信データｔ＿ｄａｔａに
コマンドがセットされると、制御は図１３のステップＳ
２２００へ戻り、図１２のステップＳ２０００へ戻る。
【００９４】図１６は、図１３のステップＳ２３００で
実行される第２の割り込み処理ルーチンの処理手順を示
すフローチャートである。制御がステップＳ２３００に
進む場合とは、上述のように、ｍｏｄｅ２に「１」がセ
ットされており、第１の電子内視鏡１００がスレーブモ
ードで動作している場合である。すなわち、第２の電子
内視鏡２００が親機、第１の電子内視鏡１００が子機の
関係にある場合である。ステップＳ２３０２で、スイッ
チＳＷ１の状態がチェックされ、発生した割り込みが調
光モード設定スイッチ１４１の操作であるか確認され
る。スイッチＳＷ１がオンしており、調光モード設定ス
イッチ１４１が押されたことが確認されたら、ステップ
Ｓ２３０４へ進む。
【００９５】ステップＳ２３０４では、ｍｏｄｅ１に
「００」がセットされ、ｍｏｄｅ２に「２」がセットさ
れる。すなわち、スレーブモードで調光モード設定スイ
ッチ１４１が操作されると、スレーブモードが解除さ
れ、第１の電子内視鏡１００における白色光源１２３の
光量調節がシステムコントローラ１２１の制御により自
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動的に行われるモードが設定され、かつ第２の電子内視
鏡２００との間でデータ通信を行わずにスタンドアロン
で動作するモードが設定される。また、表示灯１５３を
消灯すべく、ＬＥＤ３ＧおよびＬＥＤ３Ｙの駆動電流の
供給が停止される。
【００９６】スタンドアロンで動作するモードが設定さ
れたため、ステップＳ２３０６において、ポートＴｘＤ
に通信接続の切断要求を示すコマンド「ＤＩＳＣＯＮＮ
ＥＣＴ＿ＲＥＱ」がセットされる。その結果、第２の電
子内視鏡２００との通信接続は切断される。次いで、ス
テップＳ２３０８において、ｓｙｎｃ＿ｆｌａｇに第２
の電子内視鏡２００との通信が未接続であること示す
「０」がセットされ、本ルーチンは終了し、制御は図１
３のＳ２３００へ戻る。
【００９７】尚、ステップＳ２３０２で、発生した割り
込みが調光モード設定スイッチ１４１の操作ではないこ
とか確認された場合、ステップＳ２３１０へ進み、他の
スイッチの処理が実行され、制御は図１３のＳ２３００
へ戻る。
【００９８】以上のように、第１若しくは第２の割り込
みルーチンが実行された後、制御が図１３のＳ２２００
若しくはＳ２３００へ戻ると、図１２のＳ２０００へ戻
り、次いでＳ２００２の切替えボタンの割り込み処理が
実行される。
【００９９】図１７は、図１２のステップＳ２００２で
実行される、切替えボタンの操作の割り込み処理の手順
を示すフローチャートである。ステップＳ２４０２でｓ
ｙｎｃ＿ｆｌａｇに「１」がセットされており、第２の
電子内視鏡２００との通信が確立されているか確認され
る。第２の電子内視鏡２００との通信が確立されている
場合、ステップＳ２４０４へ進み、白色光源１２３へ電
流を供給させる制御信号がシステムコントローラ１２１
から電源回路１２４へ送られる。次いで、ステップＳ２
４０６へ進み、送信データｔ＿ｄａｔａに接続相手の電
子内視鏡の白色光源を消灯させることを指令するコマン
ドｌａｍｐ＿ｏｆｆがセットされ、制御は図１２のステ
ップＳ２００２へ戻る。
【０１００】ステップＳ２４０２でｓｙｎｃ＿ｆｌａｇ
に「１」がセットされておらず、第２の電子内視鏡２０
０との間の通信の確立が確認されない場合、処理は行わ
れず制御は図１２のステップＳ２００２へ戻る。
【０１０１】以上のように、図１２の割り込み処理にお
いて各ステップのルーチンが実行され、送信データｔ＿
ｄａｔａに所定の値が格納された後、制御は図７のメイ
ンルーチンへ戻る。そして、図７のステップＳ８００で
実行される送信データ処理ルーチン（図１１参照）のス
テップＳ８０６において、送信データｔ＿ｄａｔａがポ
ートＴｘＤより送出される。
【０１０２】図１８～１９は、スレーブモードで動作す
る第２の電子内視鏡２００における受信データの処理手
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順を示すフローチャートである。ステップＳ３０００で
は、第２の電子内視鏡２００のポートＲｘＤに入力され
る受信データｒ＿ｄａｔａの値が「ｌａｍｐ＿ｏｆｆ」
であるかチェックされる。上述のように、「ｌａｍｐ＿
ｏｆｆ」は光源消灯のコマンドである。したがって、受
信データｒ＿ｄａｔａの値が「ｌａｍｐ＿ｏｆｆ」の場
合、ステップＳ３００２へ進み、白色光源２２３を消灯
させる制御信号がシステムコントローラ２２１から電源
回路２２４へ送られる。一方、受信データｒ＿ｄａｔａ
の値が「ｌａｍｐ＿ｏｆｆ」ではない場合、ステップＳ
３００４へ進み、「ＩＲＩＳ＿ＡＵＴＯ」若しくは「Ｉ
ＲＩＳ＿ＭＡＮ」であるかチェックされる。
【０１０３】受信データｒ＿ｄａｔａに「ＩＲＩＳ＿Ａ
ＵＴＯ」「ＩＲＩＳ＿ＭＡＮ」がセットされている場合
とは、マスターモードで動作する第１の電子内視鏡１０
０の操作パネル１４０の調光モード設定スイッチ１４１
が操作され、スレーブモードで動作する第２の電子内視
鏡２００の白色光源２２３の光量調節をリモート操作す
るモードが選択された場合である（図１４のステップＳ
２２０８、Ｓ２２１２）。したがって、受信データｒ＿
ｄａｔａの値が、「ＩＲＩＳ＿ＡＵＴＯ」若しくは「Ｉ
ＲＩＳ＿ＭＡＮ」である場合、ステップＳ３００６へ進
み、ｍｏｄｅ２にスレーブモードで動作することを示す
「１」がセットされ、ＬＥＤ３Ｙに駆動電流が供給され
る。その結果、第２の電子内視鏡２００の操作パネル２
４０の表示灯１５３が黄色に点灯され、操作者に第１の
電子内視鏡１００の操作パネル１４０を操作することに
より第２の電子内視鏡２００が動作することが報知され
る。
【０１０４】次いで、ステップＳ３００８において、転
送データの受信が正常におこなわれたことを示すデータ
「ＡＬＬＯＷ」が送信データｔ＿ｄａｔａにセットさ
れ、ステップＳ３０１０において、スレーブモードに合
わせて絞りモードが変更される。
【０１０５】ステップＳ３００４で、受信データｒ＿ｄ
ａｔａの値が親機（第１の電子内視鏡１００）によるリ
モート操作を示すものではない場合、ステップＳ３０１
２へ進む。ステップＳ３０１２では、受信データｒ＿ｄ
ａｔａの値が親機からの通信要求を示す「ＣＯＮＮＥＣ
Ｔ＿ＲＥＱ」であるかチェックされる。受信データｒ＿
ｄａｔａの値が「ＣＯＮＮＥＣＴ＿ＲＥＱ」の場合、ス
テップＳ３０１４において、ｓｙｎｃ＿ｆｌａｇに接続
確立を示す「１」がセットされ、ステップＳ３０１６に
おいて、送信データｔ＿ｄａｔａに転送データが正常に
受信されたことを示す「ＡＬＬＯＷ」がセットされる。
すなわち、ステップＳ３０１２～３０１６までの処理
は、上述の図９に示す、第１の電子内視鏡１００側にお
ける通信の接続確立の処理に対応する処理である。
【０１０６】ステップＳ３０１２で、受信データｒ＿ｄ
ａｔａの値が接続要求を示すものでないことが確認され
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ると、図１９のステップＳ３０１８へ進む。ステップＳ
３０１８では、受信データｒ＿ｄａｔａの値が光源の光
量増加を指示するコマンド「ＢＲＩＧＨＴ＿ＵＰ」であ
るかチェックされる。受信データｒ＿ｄａｔａの値が
「ＢＲＩＧＨＴ＿ＵＰ」である場合とは、第１の電子内
視鏡１００の操作パネル１４０の光量アップボタン１４
２が押された場合である（図１５のステップＳ２２１
８、Ｓ２２２０）。
【０１０７】受信データｒ＿ｄａｔａの値が「ＢＲＩＧ
ＨＴ＿ＵＰ」であればステップＳ３０２０へ進み、絞り
ユニット２２７（図１参照）の絞りの開度が最大に達し
ているかチェックされる。光量がまだ最大値に達してい
ない場合、ステップＳ３０２２において、絞りをの開度
を所定量広げ、白色光源２２３から出射されライトガイ
ド２１２の入射端に導かれる白色光の光量を１段階増加
させる処理が実行される。次いで、ステップＳ３０２４
で転送データが正常に受信されたことを示す「ＡＬＬＯ
Ｗ」が送信データｔ＿ｄａｔａにセットされる。また、
絞りの開度が最大に達している場合、ステップＳ３０２
６へ進み、上述の光量を増加させる処理は実行されず、
送信データｔ＿ｄａｔａにリモート操作が拒否されたこ
とを示す「ｄｅｎｙ」がセットされる。
【０１０８】ステップＳ３０１８で、受信データｒ＿ｄ
ａｔａの値が光源の光量増加を示すものでないことが確
認されると、ステップＳ３０２８へ進む。ステップＳ３
０２８では、受信データｒ＿ｄａｔａの値が光源の光量
減少を指示するコマンド「ＢＲＩＧＨＴ＿ＤＯＷＮ」で
あるかチェックされる。受信データｒ＿ｄａｔａの値が
「ＢＲＩＧＨＴ＿ＤＯＷＮ」である場合とは、第１の電
子内視鏡１００の操作パネル１４０の光量ダウンボタン
１４３が押された場合である（図１５のステップＳ２２
２２、Ｓ２２２４）。
【０１０９】受信データｒ＿ｄａｔａの値が「ＢＲＩＧ
ＨＴ＿ＤＯＷＮ」であればステップＳ３０３０へ進み、
光量が最小値に達しているか、すなわち絞りユニット２
２７の絞りの開度が最小に達しているかチェックされ
る。絞りの開度が最小に達していない場合、ステップＳ
３０３２において、絞りをの開度を所定量狭め、白色光
源２２３から出射されライトガイド２１２の入射端に導
かれる白色光の光量を１段階減少させる処理が実行され
る。次いでステップＳ３０３４で転送データが正常に受
信されたことを示す「ＡＬＬＯＷ」が送信データｔ＿ｄ
ａｔａにセットされる。また、絞りの開度が最小に達し
ている場合、ステップＳ３０３６へ進み、光量を減少さ
せる処理は実行されず、送信ｔ＿ｄａｔａにリモート操
作が拒否されたことを示す「ｄｅｎｙ」がセットされ
る。
【０１１０】ステップＳ３０２８で、受信データｒ＿ｄ
ａｔａの値が光源の光量減少を示すものでないことが確
認されるとステップＳ３０３８へ進む。ステップＳ３０
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３８では、受信データｒ＿ｄａｔａの値がＴＶモニタ４
００に表示されている画像を静止させることを指示する
コマンド「ＦＲＥＥＺＥ＿ＣＯＭ」であるかチェックさ
れる。受信データｒ＿ｄａｔａの値が「ＦＲＥＥＺＥ＿
ＣＯＭ」である場合とは、第１の電子内視鏡１００の操
作パネル１４０の静止画ボタン１６１が押された場合で
ある（図１５のステップＳ２２２６、Ｓ２２２８）。
【０１１１】受信データｒ＿ｄａｔａの値が「ＦＲＥＥ
ＺＥ＿ＣＯＭ」であればステップＳ３０４０へ進み、第
２の電子内視鏡２００のシステムコントローラ２２１の
制御に基づいて、フリーズ処理が実行される。その結
果、第２の電子内視鏡２００の映像信号処理回路２２２
から出力され、通信ケーブル３０１を介して第１の電子
内視鏡１００側に転送され、ＴＶモニタ４００に再現さ
れている映像が静止される。次いでステップＳ３０４２
で転送データが正常に受信されたことを示す「ＡＬＬＯ
Ｗ」が送信データｔ＿ｄａｔａにセットされる。
【０１１２】ステップＳ３０３８で、受信データｒ＿ｄ
ａｔａの値がＴＶモニタに表示されている画像の停止指
示するものでないことが確認されると、ステップＳ３０
４４へ進む。ステップＳ３０４４では、受信データｒ＿
ｄａｔａの値が撮影中の画像の記録を指示するコマンド
「ＣＯＰＹ＿ＣＯＭ」であるかチェックされる。受信デ
ータｒ＿ｄａｔａの値が「ＣＯＰＹ＿ＣＯＭ」である場
合とは、第１の電子内視鏡の操作パネルのコピーボタン
が押された場合である（図１５のステップＳ２２３
２）。
【０１１３】ｒ＿ｄａｔａの値が「ＣＯＰＹ＿ＣＯＭ」
であればステップＳ３０４６へ進み、第２の電子内視鏡
のシステムコントローラの制御に基づいてコピー処理が
実行される。その結果、第２の電子内視鏡２００の映像
信号処理回路２２２から出力され、通信ケーブル３０１
を介して第１の電子内視鏡１００側に転送される画像デ
ータが、ＶＣＲ５００により記録媒体に記録される。次
いでステップＳ３０４８で転送データが正常に受信され
たことを示す「ＡＬＬＯＷ」が送信データｔ＿ｄａｔａ
にセットされる。
【０１１４】第２の電子内視鏡２００側の上述の処理に
おいて所定の値がセットされた送信データｔ＿ｄａｔａ
は、第２の電子内視鏡２００の画像信号処理プロセッサ
２２０のポートＴｘＤから、第１の電子内視鏡１００側
へ送出される。
【０１１５】以上のように、第１の電子内視鏡１００
（親機）からの転送データを受信した第２の電子内視鏡
２００（子機）側では、ｒ＿ｄａｔａの値に基づいて各
種動作が実行される。すなわち、親機の操作パネルの各
種ボタンを操作することにより、子機の光源の光量調
節、ＴＶモニタ４００に表示されている画像の静止、撮
影中の画像データのコピーが実行される。
【０１１６】尚、本実施形態においては、説明の都合
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上、第１の電子内視鏡１００が親機として動作し、第２
の電子内視鏡２００が子機として動作するとしたが、こ
れに限るものではない。先に電源が投入される電子内視
鏡が親機として動作し、後から電源が投入される電子内
視鏡が子機として動作し、その後は、上述のように各電
子内視鏡の操作パネル（１４０、２４０）の調光モード
設定スイッチ（１４１、２４１）を適宜操作することに
より、親機と子機の関係は入れ替わる。
【０１１７】また、本実施形態においては、ＴＶモニタ
４００、ＶＣＲ５００等の外部機器が第１の電子内視鏡
１００に接続されているがこれに限るものではなく、第
２の電子内視鏡２００に接続した時にも、同様な動作が
可能である。
【０１１８】
【発明の効果】以上のように、本発明によれば、２台の
電子内視鏡を組み合わせて使用するシステムにおいて、
機器構成がスリム化されるとともに、操作性が向上す
る。
【図面の簡単な説明】
【図１】本発明に係る電子内視鏡システムのシステム構
成を示すブロック図である。
【図２】第１の電子内視鏡のスコープの鉗子チャンネル
に第２の電子内視鏡のスコープを挿通させ、その先端部
を鉗子チャンネルの開口部から露出させた状態を示す図
である。
【図３】第１の電子内視鏡と第２の電子内視鏡の電気的
な接続を示す回路図である。
【図４】第１および第２の電子内視鏡の操作パネルに設
けられる操作ボタン、表示灯の配列を示す図である。
【図５】図４の操作パネルの各種ボタンおよび表示灯を
制御するための回路構成を示すブロック図である。
【図６】親機として動作する電子内視鏡で実行されるメ
インルーチンの処理手順の前半部分を示すフローチャー
トである。
【図７】親機として動作する電子内視鏡で実行されるメ
インルーチンの処理手順の後半部分を示すフローチャー
トである。
【図８】親機の電子内視鏡において、子機として動作す
る電子内視鏡との通信の接続確立のために実行されるル
ーチンの処理手順を示すフローチャートである。
【図９】親機の電子内視鏡において受信割り込みが発生
した場合の処理手順を示すフローチャートである。
【図１０】子機の電子内視鏡から送信されたデータを処
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理する受信データ処理ルーチンの処理手順を示すフロー
チャートである。
【図１１】親機の電子内視鏡から子機の電子内視鏡へデ
ータ送信を実行する送信データ処理ルーチンの処理手順
を示すフローチャートである。
【図１２】親機の電子内視鏡において、受信割り込み以
外の割り込みが発生した場合の処理手順を示すフローチ
ャートである。
【図１３】割り込みが操作パネルの操作である場合の処
理手順を示すフローチャートである。
【図１４】マスターモード若しくはスタンドアロンモー
ドで動作する電子内視鏡において、パネル操作の割り込
みが発生した場合の処理手順の前半部分を示すフローチ
ャートである。
【図１５】マスターモード若しくはスタンドアロンモー
ドで動作する電子内視鏡において、パネル操作の割り込
みが発生した場合の処理手順の後半部分を示すフローチ
ャートである。
【図１６】スレーブモードで動作する電子内視鏡におい
て、パネル操作の割り込みが発生した場合の処理手順を
示すフローチャートである。
【図１７】切替えボタンの操作の割り込みが発生した場
合の処理手順を示すフローチャートである。
【図１８】スレーブモードで動作する電子内視鏡におけ
る受信データの処理手順の前半部分を示すフローチャー
トである。
【図１９】スレーブモードで動作する電子内視鏡におけ
る受信データの処理手順の後半部分を示すフローチャー
トである。
【符号の説明】
１００  第１の電子内視鏡
２００  第２の電子内視鏡
１１０、２１０  スコープ
１１５、２１５  鉗子チャンネル
１１６、２１６  切り替えボタン
１２０、２２０  画像信号処理プロセッサ
１２１、２２１  システムコントローラ
１３０、２３０  接続切り替えユニット
１４１、２４１  調光モード設定スイッチ（動作モード
設定手段）
４００  ＴＶモニタ
５００  ＶＣＲ
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